２０１４年８月吉日
所得税法勉強会開催のお知らせ
（講師：奥谷健先生）
東京青年税理士連盟 会    長　芳賀保則
　　　　　　　　　 　                                                研究部長　平良夏木









 税制調査部長　高橋千亜紀








シンポジウム実行委員長 梶田義孝
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日　　　　時：平成２６年９月９日（火）
１８：３０～２１：００
場　　　　所：東京税理士会館
講師：広島修道大学法学部教授（税法学）
　　　　　　　奥谷　健（おくや　たけし）先生

対　　　　象：会員・準会員
参　 加 　費：５００円（資料代）
暑い日が続いていますが、皆様お元気でお過ごしでしょうか。
さて、今年の全国青税秋季シンポジウムのテーマは、「所得税におけるタックス・ミックス～このままで良いのか？所得区分～」です。

今年のシンポジウムのテーマに合わせて、所得税法の勉強会を研究部と税制調査部の合同企画として

開催いたします。　
実務家と学者、それぞれの立場からの所得区分の見直しの視点について、お話し頂きます。

9月は学者編として、毎年ご好評いただいている「民法と税法の接点」と題して講師をしていただいております奥谷健先生をお招きし、所得概念を中心にご講義いただく予定です。日ごろ研究活動に専念され、教壇にも立たれている学者の方にお話しをいただける貴重な機会です。
（8月は実務家編として、税理士の土屋栄悦先生をお招きしてご講義を予定しております。

詳細は同封の案内チラシをご覧ください。）

【奥谷先生の講義内容詳細が決まりましたらＨＰに掲載致します。また、翌月案内にも同封致しますのでご参照ください】
新入会員の方々にもお勧めですので、

是非この機会をお見逃しないよう、皆様のご参加をお待ちしております。

○●奥谷健先生のプロフィール●○


立命館大学法学部、同大学院法学研究科を経て、200１年より島根大学法文学部講師、助教授、准教授。2011年より広島修道大学法学部准教授、2014年より現職。ドイツ・ミュンスター大学在外研究（2000.9～2001.2 2005.5～2005.8）


【主な研究テーマ】


市場所得概念の研究、相続税の課税方式、租税徴収手続における納税者の権利保護


【キーワード】


所得概念、市場所得説、応能負担原則


【所属学会】


租税法学会、日本税法学会、租税理論学会、租税訴訟学会、日本財政法学会


【著書・共著・論文】


・北野弘久編『現代税法講義[五訂版]』（法律文化社、2009年）第2章（所得税法）改訂


・三木義一編著『よくわかる税法入門[第６版]』（有斐格、2012年）第7～9、21，22章改訂


・増田英敏・林仲宣編集『はじめての租税法』（成文堂、2011年）87～98頁、153～166頁


・「『納税者』の意義についての一考察」　


北野弘久先生追悼論集刊行委員会編『納税者権理論の課題』（勁草書房、2012年）　他、多数











